
令和４年厚木市教育委員会12月定例会日程 
 

日時 令和４年12月20日(火) 

午後２時から 

場所 第二庁舎４階教育委員会会議室 

 

 

 

１ 開会 

 

 

 

２ 教育長報告 

 

 

 

３ 審議事項 

日程１ 議案第40号 厚木市部活動に関する方針の改定について     【教育指導課】 

日程２ 議案第41号 厚木市こどもアート展審査会委員の委嘱について  【教育指導課】 

 

 

 

４ 報告事項 

(1) 事務の臨時代理の報告について（障害のある児童生徒の教育措置について） 

                           【教育指導課】（資料１） 

 

 

 

５ 閉会 
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令和４年１２月定例教育委員会教育長報告 

 

令和４年１１月２２日（火）に開催されました１１月定例会以後の主な行事等１５件に

つきまして、御報告申し上げます。 

 

 

１ １１月２４日（木）   厚木市立厚木中学校敷地内 厚木市教育支援教室 

  なかま教室視察 

 

２ １１月２５日（金）   厚木市役所第二庁舎 ５階 教育長室 

  令和４年秋の叙勲伝達式 

 

３ 同 日         厚木市役所第二庁舎 ５階 教育長室 

  寄附贈呈式 

  ○寄附物品 ぞうきん ８００枚 

  ○出席者  厚木愛甲地区更生保護女性会 会長 

 

４ １１月２６日（土）   厚木市文化会館 小ホール 

  第４７回厚木市青少年健全育成大会 

  ○内容   青少年育成活動推進者表彰、地区活動の発表、講演 

  ○参加者数 約１３０人 

 

５ １１月２８日（月）   厚木税務署 別館会議室 

  令和４年度厚木・愛甲租税教育推進協議会総会 

 

６ １２月 ３日（土）   あつぎのえいがかんｋｉｋｉ 

  あつぎヒューマンライツフェスタ 

  ○内容   中学生人権作文・人権ポスター表彰式、映画上映 

  ○参加者数 約７０人 

 

７ 同 日         あつぎ市民交流プラザ ７階 ミュージックルーム２ 

  令和４年度厚木市ＳＥＬ教育基金事業 第１３回厚木こども科学賞授賞式 

  ○応募総数 ５４８点 

  ○受賞者  小学生の部 １３人（大賞１人、優秀賞２人、入選１０人） 

        中学生の部  ９人（大賞１人・優秀賞２人・入選６人） 

 

８ １２月 ９日（金）   厚木市役所第二庁舎 ５階 教育長室 

  令和４年度優良ＰＴＡ文部科学大臣表彰受賞報告 

  ○訪問者 依知南小学校ＰＴＡ会長、広報委員会役員、校長     
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９ １２月１４日（水）  厚木市役所本庁舎 ４階 秘書課第二応接室 

  第７６回全日本学生音楽コンクール全国大会入選者 市長表敬訪問 

  ○訪問者 三田小学校６年生児童、保護者 

 

10 １２月１５日（木）  厚木市役所本庁舎 ３階 特別会議室 

  令和４年度厚木市総合教育会議第２回会議 

 

11 同 日        厚木市役所本庁舎 ４階 秘書課第二応接室 

  文部科学大臣杯争奪第４１回日本学生ゴルフ王座決定戦優勝者 市長表敬訪問 

  ○訪問者 専修大学２年生学生、厚木市ゴルフ協会副会長 

 

12 １２月１６日（金）  厚木市役所本庁舎 ４階 秘書課第二応接室 

  令和４年度スポーツ推進委員功労者表彰受賞者 市長表敬訪問 

  ○訪問者 厚木市スポーツ推進委員連絡協議会副会長・顧問 

 

13 １２月１７日（土）  厚木市文化会館 小ホール 

  令和４年度和田傳文学基金事業 第３６回和田傳文学賞授賞式 

  ○応募数 １４２点（校内審査を経た応募作品） 

  ○受賞者  小学校１～３年生の部 １１人（大賞１人、特選２人、入選８人） 

        小学校４～６年生の部 １１人（大賞１人、特選２人、入選８人） 

        中学校の部      １３人（大賞１人、特選４人、入選８人） 

 

14 １２月２０日（火）  厚木市役所第二庁舎 ５階 教育長室 

  厚木市指定有形文化財の指定に係る答申書受理 

  ○訪問者 厚木市文化財保護審議会会長 

 

15 令和４年厚木市議会第６回会議（１２月定例会議） 

 ① 会議期間 

  １１月３０日（水）から１２月２３日（金）まで（２４日間） 

 ② 一般質問（１２月６日（火）から１２月８日（木）まで） 

  ２２人の議員から質問があり、うち教育委員会関係は９人でした。 

  ○池田博 議員 

   (1) 教育行政について 

    ア 学校給食の現状と課題について 

     (ｱ) 食育の取組状況と、地場農産物の活用は。 

     (ｲ) 安全・安心な給食提供の取組は。 

     (ｳ) 学校栄養士の研修状況は。 

     (ｴ) 学校給食の無償化の検討は。 
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  ○髙村真和 議員 

   (1) 教育行政について 

    ア 市立小・中学校の適正規模・適正配置の取組について 

     (ｱ) 現状と課題は。また、今後の進め方は。 

  ○寺岡まゆみ 議員 

   (1) 教育行政について 

    ア 文化財について 

     (ｱ) 民間が所有する文化財等の扱いは。 

  ○渡辺貞雄 議員 

   (1) 教育行政について 

    ア 厚木市立小・中学校の適正規模・適正配置に関する基本方針について 

     (ｱ) 基本方針の考え方は。 

     (ｲ) 取組の現状と課題は。また、今後の進め方は。 

     (ｳ) 地区別説明会で出された意見は。 

    イ 教職員の働き方改革について 

     (ｱ) 現状と課題は。 

  ○望月真実 議員 

   (1) 教育行政について 

    ア 電子図書館の活用について 

     (ｱ) 児童・生徒のアカウントと厚木市電子図書館の連携状況は。また、今後、 

どのように展開するか。 

     (ｲ) 電子図書の同時視聴はいつから始まるか。 

    イ ＰＴＡの活動に対する支援等について 

     (ｱ) 教職員の負担となっていないか。 

     (ｲ) 連携できる人や事業等はあるか。 

     (ｳ) 家庭教育学級の交付金の公平性についての見解は。 

  ○髙橋知己 議員 

   (1) 市政一般について 

    ア 複合施設に計画中の（仮称）未来館と図書館について 

     (ｱ) 魅力ある施設とするための施策は。 

     (ｲ) アミューあつぎも利活用する考えは。 

  ○新井啓司 議員 

   (1) 教育行政について 

    ア インクルーシブ教育について 

     (ｱ) 取組の成果と課題は。 

    イ 通学路安全対策について 

     (ｱ) 学校現場からの要望に対する改善状況は。 
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  ○髙田昌慶 議員 

   (1) 教育行政について 

    ア 保護者及び児童・生徒への支援について 

     (ｱ) 不登校特例校設置の考えは。 

     (ｲ) 特別支援学校誘致への考えは。 

     (ｳ) デジタルドリル教材再選定への考え方は。 

     (ｴ) オンライン欠席届について取組は。 

     (ｵ) 制服の選定について取組は。 

     (ｶ) 学校給食費の無償化への考え方は。 

  ○名切文梨 議員 

   (1) 教育行政について 

    ア 性教育について 

     (ｱ) 現状と対応策は。 

 ③ 環境教育常任委員会（１２月１４日（水）） 

  ○議案第９３号 厚木市立あつぎ郷土博物館条例の一部を改正する条例について 

                                 【可決すべきもの】 

  ○陳情第１０号 私学助成の拡充を求める意見書を国に提出することを求める陳情 

                                【不採択すべきもの】 

  ○陳情第１１号 私学助成の拡充を求める意見書を神奈川県に提出することを求める陳情 

                                【不採択すべきもの】 

 ④ 予算決算常任委員会 環境教育分科会（１２月１４日（水）） 

  ○議案第９９号 令和４年度厚木市一般会計補正予算（第９号） 

 



議案第４０号 

 

 

厚木市部活動に関する方針の改定について 

 

 

厚木市部活動に関する方針を別紙のとおり改定する。 

 

 

  令和４年１２月２０日提出 

 

                          

厚木市教育委員会 

教育長  佐 後 佳 親 

 

 

 

提案理由 

休養日等の設定に係る基準について改めるため、本方針の一部を改定する。 
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厚木市部活動に関する方針（案） 

                                             令和４年 12 月 

厚木市教育委員会 

１ 本方針策定の趣旨等 

 （１）学校の部活動は、生徒の自主的、自発的な参加により行われ、スポーツや文

化及び科学等に親しませ、学習意欲の向上や責任感、連帯感のかん養等に資す

るものであり、教育的意義の高い活動である。 

 （２）国では、生徒にとって望ましい部活動の環境を構築するという観点に立ち、

地域や学校の実態に応じて、部活動が多様な形で最適に実施されるよう、スポ

ーツ庁が平成 30 年３月に「運動部活動の在り方に関する総合的なガイドライ

ン」を策定し、文化庁が平成 30 年 12 月に「文化部活動の在り方に関する総合

的なガイドライン」（以下合わせて「国のガイドライン」という。）を策定した。 

 （３）県では、スポーツ庁が策定したガイドラインにのっとり、平成 30 年４月に

「神奈川県の部活動の在り方に関する方針」（以下「県方針」という。）を策定

し、文化部活動も準じて取組を進めてきたが、文化庁においても、改めてガイ

ドラインを策定したことから、県方針を改定した。 

 （４）厚木市教育委員会は、国のガイドラインにのっとり、県方針を参考に、「厚木

市部活動に関する方針」（以下「本方針」という。）を策定した。 

本方針は地域、学校、競技種目、分野、活動目的等に応じて、多様な形で最

適に部活動が実施されることを目指すものである。 

 

２ 適切な運営のための体制整備 

（１）部活動の方針の策定等 

  ア 校長は、本方針を参考に、「学校の部活動に係る活動方針」を策定する。 
    部活動顧問は、年間の活動計画（基本となる活動日及び休養日、参加予定の

大会日程等）を作成し、校長に提出する。 
  イ 校長は、上記アの活動方針や活動計画等を保護者等に周知する。 
  ウ 厚木市教育委員会は、上記アに関し、各学校において部活動の活動方針・計

画の策定等が効率的に行えるよう、簡素で活用しやすい様式の作成等を行う。 
  エ 校長は、月ごとに各部活動の休養日を取りまとめ、毎月、厚木市教育委員会

へ報告する。 
（２）指導・運営に係る体制の構築 

  ア 厚木市教育委員会は、各学校の生徒や教師の数、部活動指導協力者等の配置

状況や校務分担の実態等を踏まえ、部活動指導員を任用し、学校に配置する。 
  イ 校長は、生徒や教師の数、部活動指導協力者等の配置状況を踏まえ、指導内
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容の充実、生徒の安全の確保、教師の長時間勤務の解消等の観点から円滑に持

続可能な部活動を実施できるよう、適正な数の部活動を設置する。 
    なお、部活動の設置及び廃止については、学校や地域等の実態を踏まえ、計

画的に行う。 
  ウ 校長は、部活動顧問の決定に当たって、校務全体の効率的・効果的な実施に

鑑み、学校全体として適切な指導、運営及び管理に係る体制の構築を図る。 
  エ 校長は、活動計画や活動実績の確認等により、各部活動の活動内容を把握し、

生徒が安全にスポーツ活動や芸術文化等の活動を行うとともに、技術指導を行

う部活動指導協力者等の外部指導者を活用し、教師の負担が過度とならないよ

う、適宜、指導・是正を行う。 

 

３ 合理的でかつ効率的・効果的な活動の推進のための取組 

（１）適切な指導の実施 

  ア 校長及び運動部顧問は、運動部活動の実施に当たって、文部科学省が平成 25
年５月に作成した「運動部活動での指導のガイドライン」にのっとり、生徒の

心身の健康管理（スポーツ障害・外傷の予防やバランスのとれた学校生活への

配慮等を含む。）、事故防止（活動場所における施設・設備の点検や活動におけ

る安全対策等を含む。）及び体罰・ハラスメントの根絶を徹底する。厚木市教育

委員会は、学校におけるこれらの取組が徹底されるよう、学校保健安全法等も

踏まえ、適宜、支援及び指導・是正を行う。 
  イ 運動部顧問は、スポーツ医・科学の見地から、トレーニング効果を得るため

に休養を適切に取ることが必要であること、また、過度の練習がスポーツ障害・

外傷のリスクを高め、必ずしも体力・運動能力の向上につながらないこと等を

正しく理解する。 
    また、生徒の体力の向上や、生涯を通じてスポーツに親しむ基礎を培うこと

ができるよう、生徒とコミュニケーションを十分に図り、生徒がバーンアウト

することなく、技能や記録の向上、大会等での好成績などそれぞれの目標を達

成できるよう、競技種目の特性等を踏まえた科学的トレーニングの積極的な導

入等により、休養を適切に取りつつ、短時間で効果が得られる指導を行うよう

努める。 
  ウ 校長及び文化部顧問は、文化部活動の実施に当たって、生徒の心身の健康管

理（過度の練習を行うことに起因する障害・外傷の予防やバランスのとれた学

校生活への配慮等を含む。）、事故防止（活動場所における施設・設備の点検や

活動における安全対策等を含む。）及び体罰・ハラスメントの根絶を徹底する。

厚木市教育委員会は、学校におけるこれらの取組が徹底されるよう、学校保健

安全法等も踏まえ、適宜、支援及び指導・是正を行う。 
  エ 文化部顧問は、生徒のバランスの取れた健全な成長の確保の観点から休養を
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適切に取ることが必要であること、また、過度の練習が様々なリスクを高める

こと等を正しく理解する。 
    また、生徒の芸術文化等の能力の向上や、生涯を通じて芸術文化等に親しむ

基礎を培うことができるよう、生徒とコミュニケーションを十分に図り、生徒

がバーンアウトすることなく、技能や記録の向上、大会等での好成績などそれ

ぞれの目標を達成できるよう、分野の特性等を踏まえた合理的でかつ効果的・

効率的なトレーニングの積極的な導入等により、休養を適切に取りつつ、短時

間で効果が得られる指導を行うよう努める。 
  オ 部活動顧問は、専門的知見を有する保健体育担当の教師や養護教諭等と連

携・協力し、発達の個人差や成長期における体と心の状態等に関する正しい知

識を得た上で指導を行う。 

 

４ 適切な休養日等の設定 

（１）休養日とは、平日においては、朝、放課後を含め、一切の活動を行わないこと。

土曜日、日曜日及び祝日（以下「休日」という。）においては、一切の活動を行わ

ないこととする。 
（２）部活動における休養日及び活動時間（以下「休養日等」という。）については、

成長期にある生徒が、運動、食事、休養及び睡眠のバランスがとれた生活を送る

ことができるよう設定すること。 
   設定に当たっては、過度の練習が生徒の心身に負担を与え、部活動以外の様々

な活動に参加する機会を奪うことや、特に運動部活動については、スポーツ医・

科学の観点からジュニア期におけるスポーツ活動時間に関する研究で休養日に

ついて示されていることを考慮する。 
   上記のことを踏まえ、適切な休養日等の設定については、以下の基準とする。 
  ア 週当たり２日以上の休養日を設ける（平日及び休日それぞれで１日以上又は、

休日２日以上を休養日とする。休日に大会参加等で活動した場合は、休養日を

他の日に振り替える。）。 
  イ １日の実質の活動時間について、平日２時間程度、休日及び長期休業中は３

時間程度とし、できるだけ短時間に、合理的でかつ効率的・効果的な活動を行

う。 
（３）校長は、上記の基準を踏まえるとともに、本方針にのっとり、各部活動の休養

日等を設定する。また、各部活動の活動内容を把握し、適宜、指導・是正を行う

等、その運用を徹底する。 
（４）休養日等の設定に当たって、上記の基準のほか、地域や学校の実態を踏まえた

工夫として、定期試験前の一定期間等において、学校全体等の部活動休養日を設

けるなど、週間、月間、年間単位での活動頻度の目安を定める。 
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５ 生徒のニーズを踏まえた環境の整備 

（１）生徒のニーズを踏まえた部活動の設置 

   部活動は、生徒一人一人の興味・関心に応じて行われるものであることから、

学校においては、「競技力・表現力向上志向」、「レクリエーション志向」、「健康志

向」、「複数活動志向」など多様な選択肢の部活動を設置するなど、大会やコンク

ールの結果、成績等を追求するだけでなく、生涯にわたってスポーツや芸術文化

等の活動に親しむ基礎を培うこと及び生徒の心身の調和のとれた発達を促すこ

とができるよう、生徒の多様なニーズに応じた指導を行うことができる部活動を

設置することが望ましい。 
（２）地域との連携等 

  ア 厚木市教育委員会及び校長は、生徒のスポーツや芸術文化等の活動に親しむ

機会の充実の観点から、学校や地域の実態に応じて、地域の関係団体との連携、

保護者の理解と協力、民間事業者の活用等による、学校と地域が共に子供を育

てるという視点に立った、学校と地域が協働・融合した形での地域における持

続可能なスポーツや芸術文化等の活動のための環境整備を進めるよう努める。 
  イ 厚木市教育委員会及び校長は、学校と地域・保護者が共に子供の健全な成長

のための教育、スポーツや芸術文化等の活動に親しむ機会の充実を支援するパ

ートナーという考え方の下で、こうした取組を推進することについて、保護者

の理解と協力を促す。 

 

６ 学校単位で参加する大会の見直しについて 

  厚木市教育委員会及び校長は、部活動が参加する大会等を把握し、休日等に開催

される様々な大会等に参加することが、生徒や顧問の負担にならないよう、参加す

る大会を精査する。 

 

７ 見直し 

  この方針は、必要に応じて見直しを行う。 

 

８ 適用 

附 則 

この方針は、令和２年４月１日から適用する。 

附 則 
この方針は、令和５年４月１日から適用する。 
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新旧対照表 
新 旧 

４ 適切な休養日等の設定 

（１） 略 

（２）部活動における休養日及び活動時間

（以下「休養日等」という。）について

は、成長期にある生徒が、運動、食事、

休養及び睡眠のバランスがとれた生活

を送ることができるよう設定すること。 

   設定に当たっては、過度の練習が生徒

の心身に負担を与え、部活動以外の様々

な活動に参加する機会を奪うことや、特

に運動部活動については、スポーツ医・

科学の観点からジュニア期におけるス

ポーツ活動時間に関する研究で休養日

について示されていることを考慮する。 

   上記のことを踏まえ、適切な休養日等

の設定については、以下の基準とする。 

ア 週当たり２日以上の休養日を設け

る（平日及び休日それぞれで１日以

上又は、休日２日以上を休養日とす

る。休日に大会参加等で活動した場

合は、休養日を他の日に振り替え

る。）。 

 

 

 

 

 

 

 

イ １日の実質の活動時間について、平

日２時間程度、休日及び長期休業中は

３時間程度とし、できるだけ短時間

に、合理的でかつ効率的・効果的な活

動を行う。 

（３）及び（４） 略 

４ 適切な休養日等の設定 

（１） 略 

（２）部活動における休養日及び活動時間

（以下「休養日等」という。）について

は、成長期にある生徒が、運動、食事、

休養及び睡眠のバランスがとれた生活

を送ることができるよう設定すること。 

   設定に当たっては、過度の練習が生徒

の心身に負担を与え、部活動以外の様々

な活動に参加する機会を奪うことや、特

に運動部活動については、スポーツ医・

科学の観点からジュニア期におけるス

ポーツ活動時間に関する研究で休養日

について示されていることを考慮する。 

   上記のことを踏まえ、適切な休養日等

の設定については、以下の基準とする。 

  ア 週当たり２日以上の休養日を設け

る（平日及び休日それぞれで１日以上

又は、休日２日以上を休養日とす

る。）。 

 

 

  イ 校長会が認めた大会、コンクール及

び発表会等については、その２週間前

から特例措置として土曜日及び日曜

日の２日間の活動を認める。ただし、

土曜日及び日曜日に活動した場合は、

休養日を翌週の平日又は休日に振り

替える。 

  ウ １日の実質の活動時間は、平日２時

間程度とし、休日も含めできるだけ短

時間に、合理的でかつ効率的・効果的

な活動を行う。また、長期休業中は３

時間程度とする。 

（３）及び（４） 略 

 



議案第４１号については、 

非公開案件となります。 

 

 



報告事項１については、 

非公開案件となります。 

  


